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(A) Research background (Previous studies) 

 ガンフリント層(約 19 億年前)は、海洋の酸化還元環

境が変化したと考えられている先カンブリア紀の生物

相を研究する上で重要な海洋堆積物の地層である。ガ

ンフリント層ではこれまでシアノバクテリアのような

原核生物や真核生物などの多くの微化石が発見されて

おり、特に炭素質な微化石について様々な研究がなさ

れ、微生物の分類や生態系が明らかにされてきた。  

 本研究では、これまであまり研究対象とされてこな

かった黄鉄鉱化した微化石について、ナノスケールで

の薄片観察や、硫黄安定同位体組成分析を通じて、古

原生代で代表的に観察される異なる 2 種の微化石につ

いてその続成過程の違いを明らかにするとともに、黄

鉄鉱化により保存された微化石を研究対象とする意義

を示した。 

 (B) Methods 

 カナダの Schreiber Channel から採取したガンフリン

ト層のチャート中に見られる、黄鉄鉱化したシース状

の Gunlfintia(G)と球状の Huroniospora(H)の微化石につ

いて、FIB-TEM、3D ナノトモグラフィーなどを用いた

薄片観察、NanoSIMS と IMS1280 によるイオンマッピ

ングと硫黄安定同位体組成分析を行った。 

(C) Results and Discussion 

 FIB-TEM での観察によって、H と G の間で異なる炭

素と窒素の分布が観察された。このことは、2 種間で

異なる続成過程を経たことを反映していると考えられ

る。また薄片観察から、G には他の微生物の寄生が見

られ、NanoSIMS の元素マッピングからも寄生生物に

よる窒素の濃集が見られた。3D ナノトモグラフィー観

察 か ら は 、 こ の 寄 生 生 物 に よ り 作 ら れ た

EPSs(Extracellular Polymeric Substance)が観察された。 

 NanoSIMS と IMS1280 による硫黄安定同位体組成分

析において、δ34Sv-CDT が+6.7~21.5 ‰ (平均+14‰)と

いう値が得られた。これは、当時の海水のδ34S が最も

高いところで+20±2‰ 程度であったと言われている

ことから、海水中の硫酸イオンが全て使われるような

閉じた系で、微生物による硫酸還元(MSR)が起きたと

いうことを示唆している。 

(D) Conclusions 

 本研究から、古原生代の異なる主要な 2 種の微化石

について続成過程の違いを見出すことが出来た。また

黄鉄鉱化した微化石に対してナノスケールでの観察と

硫黄安定同位体分析をすることの意義を提唱した。 
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